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しらたか協働のまちづくり推進事業②

平成15年度建設予定の

白鷹ソフト小村入居者を募集します③

平成14年度白鷹町行財政改革実施計画の

進捗状況をお知らせします④

平成15年度福祉事業のご案内⑥

消防表彰受賞者のみなさん⑨

第19回サンシャイントライアル＆

トレッキング開催⑩

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町企画課

田んぼの学校

　５月18、19日、鮎貝堰土地改良区の教育支援プログラム「田んぼの学校」で、鮎貝小学校の児童が田植えを体験しました。

18日は６年生と保護者、19日は５年生がそれぞれ挑戦。今後は、秋の収穫祭へ向けて、除草や稲刈りなども体験する予定です。 
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「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
え
ば
、

こ
れ
ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

行
政
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
も
の

と
考
え
ら
れ
が
ち
で
し
た
が
、
最

近
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
い
ろ

ん
な
形
で
住
民
が
参
加
し
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
）
と
い
っ
た
住

民
主
体
の
活
動
が
活
発
化
す
る
中

で
、
住
民
参
加
に
よ
る
「
住
民
自

治
」
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
で
も
、
各
区
を
中
心
と

し
た
地
縁
的
な
活
動
は
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

に
加
え
最
近
で
は
、
各
種
交
流
事

業
の
実
施
を
は
じ
め
環
境
保
全
活

動
な
ど
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
さ

ら
に
良
く
す
る
た
め
の
住
民
主
体

の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
こ
う
い
っ
た
町

民
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
中
心
と
し
て

長
年
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、

募集人数 20人程度

検討期間 平成15年７月から平成16年３月頃まで

会 議 等
期間中10回程度開催の予定
原則として夜（７時～９時頃）開催します

応募方法 電話かＦＡＸで企画課までご連絡ください

応募締切 ６月23日（月）午後７時まで

そ の 他
応募者多数の時は調整させていただく場合
があります
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「
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
や
厳
し
い
財
政
状
況
、
地
方
分

権
の
推
進
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
も
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
今
後
、
よ
り
一
層

特
色
の
あ
る
自
立
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
は
行
政
だ
け
で
行
う

の
で
は
な
く
、
同
じ
目
標
に
向
か

っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
が
一

体
と
な
っ
て
推
進
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で

は
今
年
度
、『
し
ら
た
か
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
』
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
検
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「協働のまちづくり」の

検討委員を募集します

　検討委員は約30人の予定で、そのうち約20人を町民

の皆さんから募集します。検討会議は、小グループに

よるワークショップ形式も取り入れながら、できるだ

け楽しく、気軽に話ができるように進める予定です。

ふるってご応募いただき「協働のまちづくり」につい

てご意見をお聞かせください。

❷

討
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

快
適
な
居
住
環
境
の
中
で
、
生

活
し
て
い
る
人
が
い
き
い
き
と
し

て
い
て
暮
ら
し
や
す
い
住
民
主
体

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

情
報
共
有
を
は
じ
め
計
画
づ
く
り

へ
の
参
画
、
協
働
に
よ
る
事
業
の

実
施
な
ど
、「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

参
画
や
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
行
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　
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画
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画
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貝
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（
担
当

・

菅
原
、
大
木
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Ｘ
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２
８
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里親となってフラワーロードパ

ークの環境美化運動
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鮎貝市街地の将来をみんなで検討



白鷹町振興審議会委員を募集します
　白鷹町振興審議会は、町長の諮問に応じ、町の振興計画の策定や変更などについて審議したり、計画の実施に関

して必要な調査を行ったりする機関です。

　審議会の委員は条例で25人以内となっていますが、協働のまちづくりに向け皆さんの声を町政に反映させるた

め、５人を公募することとなりました。

　募集の概要は次のとおりですので、ふるって応募いただき、皆さんの声をお聞かせください。

委員の名称 白鷹町振興審議会委員

募集人数 ５人

任　　　期 任命の日から平成17年３月31日まで

応募資格

白鷹町内に住所があり応募時点で満25歳以上のかた

原則として、白鷹町の他の審議会等の委員でないこと

年２～４回程度の会議等に出席できること

白鷹町の議員及び職員でないこと

応募方法 所定の応募用紙（企画課に準備してあります）に必要事項を書いて企画課へ提出（郵送可）

応募締切 ６月27日（金）当日消印有効

選　　　考 委員選考審査会で審査

結　　　果 応募者全員に通知

そ　の　他 身分：非常勤特別職、委員報酬：6000円／日

■問い合わせ　企画課　企画・鮎貝まちづくり推進係（☎85－6123　担当：菅原、大木）

平
成
15
年
度
建
設
予
定
の

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

�

白
鷹
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小
村
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�
情
報
関

連
産
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�
集
積
�
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�
�
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年
度
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●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝

（
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
）

●
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
�
ス
の
概
要

�
Ａ
タ
イ
プ
�

木
造
２
階
建
（
２
３
３
・
６
㎡
）

オ
フ
ィ
ス（
約
70
㎡
）、
会
議
室
、

サ
ー
バ
ー
室（
約
11
㎡
）、
休
憩
室
、

更
衣
室
、
湯
沸
室
、
専
用
駐
車
場

３
台
分
、
外
部
倉
庫
な
ど

�
Ｂ
タ
イ
プ
�

木
造
平
屋
建
（
１
０
２
・
６
㎡
）

オ
フ
ィ
ス（
約
53
㎡
）、
会
議
室
、

休
憩
室

�
そ
の
他
の
共
通
設
備
�

空
調
設
備
、
電
話
設
備
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に

よ
り
町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
を
経

由
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
、

Ｌ
Ａ
Ｎ
用
端
子
設
置
済
み
）、ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
、
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ー

●
入
居
条
件
等

⑴
入
居
資
格

　

以
下
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

・
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
有
す
る
予
定
の
か
た

・
情
報
産
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
、

ま
た
は
営
も
う
と
し
て
い
る
か
た

・
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

⑵
入
居
条
件

①
入
居
期
間　

５
年
以
内
。
た
だ

し
、
希
望
に
よ
り
更
新
可
能
。

②
費
用
負
担
（
月
額
）

Ａ
棟
使
用
料
…
５
万
７
０
０
０
円

Ｂ
棟
使
用
料
…
３
万
円

　

そ
の
ほ
か
、
使
用
に
伴
う
経
費

は
実
費
負
担
。

●
応
募
方
法

　

応
募
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
た
う
え
で
、
添

付
書
類
を
添
え
て
、
白
鷹
町
商
工

観
光
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
募
集
期
限
…
６
月
30
日
（
月
）

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

⑵
提
出
書
類　

各
１
部
ず
つ
（
所

定
の
書
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

・
使
用
許
可
申
請
書

・
企
業
概
要

・
事
業
計
画
書

・
定
款
（
法
人
の
場
合
）

・
法
人
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
住
民

票
の
写
し

・
直
近
３
期
分
の
決
算
書
（
３
期

に
満
た
な
い
場
合
は
全
部
及
び
決

算
見
込
書
）

⑦
納
税
証
明
書

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
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❹

取り組み事項 実施計画 14年度の進捗状況

１．事務事業の
　　見直し

1) 事業成果の確認
・事務事業評価システムの導入

①重要事業及び各係１事業を抽出し、56事業について試
　行的に実施

2) 行政ニーズの把握
・移動町長室の開催
・広報係直通便の継続実施
・電子メールによる町長直通便の実施

①移動町長室　２カ所開催
　なお、市町村合併座談会について36カ所
②広報係直通便　45件
③電子メールによる町長直通便はプライバシーを考慮し
　て、町長に直接見ていただいている。

3) 事務事業の民間委託の推進
・町立病院事務（医事事務）の委託
・民間活力の導入による町道、林道の維持管理
・調理場、保育園・病院の調理部門の業務委
　託検討

①医事事務については平成15年度より実施予定
②町道等については臨時職員による維持管理に移行済み
③調理部門は民間に委託する（病院の調理部門から実施
　するものとし、実施時期は公営企業法の全部適用を踏
　まえて決定する。）

4) ＯＡ化の推進
・費用対効果を十分踏まえた各種システムの
　導入
①住民基本台帳ネットワークシステム構築
②ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）シス
　テム

①平成14年度一次稼動、平成15年度二次稼動の予定
②平成15年度、国及び県と町が接続される予定

5) 公共工事のコスト縮減
・公共工事の総合的なコスト縮減
・建設副産物や工事発生土の有効利用

①国土交通省が定めた「公共工事コスト縮減対策に関す
　る新行動指針」に基づき実施済み
②予定価格の事前公表による入札制度の改革
③建設副産物、工事発生土の有効利用　50件

6) 主体的な住民の地域づくりの支援
・まちづくり総合助成事業、生涯学習助成事
　業の実施

①まちづくり総合助成事業　３件
②生涯学習助成事業　　３件

２．組織機構の
　　見直し

1) 町民ニーズに対応できる組織機構の確立
・係制の見直し検討
・地域住民の自主的、主体的な活動による公
　民館運営
・公立の役割を堅持しつつ、保育分野を民間
　に委託する方向での検討

①公民館については、地域づくりの中核施設として、地域
　の主体的な運営ができる機能とする。（職員の配置はし
　ない。実施時期については平成17年４月からとする。）
②保育園については、民間に委託する。（実施の時期は全
　保育園一斉とする。受け入れ団体の体制整備、委託の
　方法も十分検討されなければならないので、具体的に
　は平成15年度末まで方向性を定める。）

2) 各種審議会のあり方検討
・各種審議会の設置の見直し
・各種審議会への女性の登用 ①平成14年度末現在の女性登用率　24.66％

３．定員管理及び
　　給与の適正化

1) 適正な定員管理の推進
・定員適正化計画の策定と推進
・事務改善委員会による積極的な組織機構の
　見直し

①職員数　対前年比３名減（４月１日現在）
②組織機構の見直し
・収入役事務の助役兼掌
・税務課と出納室を統合し税務出納課を設置
・建設課と上下水道課を統合し建設水道課を設置
・係の新設・改編・統合
　　新設　２係　　統合　11係を５係に

2) 適正な職員の給与水準の確立
・高齢者の昇給停止制度の導入
・能力評価システムの導入検討
・職員給与の公表

①58歳昇給停止の実施
②職員給与の公表は広報12月12日号に掲載
③特別職の給与、管理職の管理職手当の削減
・町長７％　助役３％　教育長２％　管理職手当10％を
　平成16年３月まで

平成14年度白鷹町行財政改革実施計画の
進捗状況をお知らせします

平成15年3月31日現在

　平成14年度は、次のような事項について取り組んできました。平成15年度も引き続き実施計画に基づき行財政改

革に取り組んでいきます。行財政改革の推進について、皆さんのご意見をお待ちしています。

■問い合わせ　総務課庶務係（☎85－6120）



❺　 広報しらたか　2003.6.13

取り組み事項 具体的事項 現在の進捗状況

3) 特殊勤務手当の見直し
・手当の必要性の検討と見直しの推進

①病院医師の特殊勤務手当の見直し
・出張診療手当の廃止。
・分娩手当・手術手当・往診手当の引き下げ　5/100
②旅費支給基準の見直し

4) 時間外手当の縮減
・係制の見直しの検討（再掲）
・時間外命令の徹底
・時間延長（窓口等）と時差出勤の導入

①時間外手当の支給　
　　前年度当初予算対比10％減（見通し）
②平成14年10月より毎週月曜日（休日等であれば最初の
　勤務日）を午後７時まで全職場で業務延長の体制とし、
　時差出勤で対応。

４．職員の能力開
　　発

1) 職員の育成
・人材育成基本方針の策定

①人材育成基本方針策定委員会を設置し計画策定に取り
　組んでいる。

2) 職員研修の充実
・研修体系の確立
・町独自研修の実施
・市町村職員研修所、山形県職員研修所等主
　催の研修会への派遣

①人材育成基本方針と連動した体系の確立を図る
②町独自研修
・新採職員研修、接遇研修、新採予定職員研修
③派遣研修
・市町村職員研修所　　　　１人
・山形県職員研修所　　　　26人
・置賜職員研究協議会　　　４人
・その他　　　　　　　　　８人

3) 人事交流の実施
・山形県等との交流人事の実施
・民間企業等との人事交流の検討

①県への派遣職員１名　県からの派遣職員２名

５．行政の情報化
　　の推進と行政
　　サービスの向
　　上

1) 行政情報の電子化
・申請書等の配信システムの導入
・提供情報更新頻度の拡大

①ホームページから申請等様式のダウンロード可能。

2) 開かれた町政を目指して
・広報、インターネット等を活用した行政情
　報の積極的公開

①14年度は本町の最大の課題であった「市町村合併」問
　題について特集を組むなど、行政情報、課題の提供を
　行ってきた。

3) 来庁者に優しい役所
・来庁者対応マニュアルの作成
・ご意見箱の設置

①来庁者対応マニュアルを作成、全職員に配布。

６．公共施設の設
　　置及び管理運
　　営

1) 公共施設の整備
・施設利用者数の目標設定と報告

2) 既存施設の活用
・広域連携による施設整備のあり方検討
・既存施設の有効活用 ①遊休公共資産の売却等の検討

3) 公共施設の運営コストの縮減
・効率的な施設管理
・民間活力活用による施設管理の検討

①蚕桑紬パーク、スカイパーク、子ども交流館、萩野ふ
　れあい館などの管理を地元地区に委託している。

７．財政及び公営
　　企業の健全化

1) 財政の健全化
・経常経費の削減
・特別会計への繰出し金のルール化

①予算編成時に経常経費のマイナスシーリングを実施。
　物件費については３．１％の減とするも、公債費等の
　増により経常収支比率は高くなっている。

2) 補助金の見直し
・外部委員による補助金検討委員会の設置

①補助金検討委員会は設置していないが、平成14年度予
　算編成時でマイナス10％のシーリング、平成15年度予
　算編成ではさらにマイナス５％のシーリングを実施

3) 自主財源の確保
・収納率向上対策委員会の機能強化

①税務出納課に収納管理係を新設
②収納率向上対策のための研修会実施

4) 出資法人等の情報公開
・第３セクターや特殊法人の運営状況等の公
　開

①白鷹町土地開発公社、（財）白鷹町アルカディア財団の
　決算状況については実施済み（議会に報告）

5) 財政指標の公開
・予算、決算なと分かりやすい財政情報の公開
・一般会計のバランスシートの作成と公開

①予算概要書「わかる！！　まちのしごと」を発行。予
　算の概要、決算の概要を町報等で公表。
②一般会計のバランスシートを作成。概要を広報等で公
　表。

※行財政改革の推
　進方策

・白鷹町行財政改革本部の設置
・白鷹町行財政改革推進委員会（仮称）の設
　置と進捗度の確認、推進方策の提言

①引き続き町長を本部長とする行財政改革本部を設置。
　さらに庁舎内に行財政改革推進検討委員会を設置し、
　課題ごとに推進方策を検討している。
②白鷹町行財政改革推進懇話会を設置



心
身
障
害
者
福
祉

●
重
度
障
害
者
介
護
者
激
励
金

　

65
歳
以
下
の
重
度
障
害
者
（
一

部
該
当
し
な
い
障
害
が
あ
り
ま
す
）

を
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件�

身
体
障
害
者
手
帳
�
�
�

級
及
�
療
育
手
帳
�
所
有
�
20
歳

以
上
在
宅
�
介
護
者

給
付

�
�
万
円
�
生
計
中
心
者
�
所
得

�

税
�
万
円
未
満
�

�
�
万
円
�
生
計
中
心
者
�
所
得

�

税
�
万
円
以
上
�

●
身
体
障
害
者
更
生
医
療
費

　

給
付
事
業

　

更
生
医
療
費
を
給
付
し
、
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

当
該
身
体
障
害
�
治
療
�

対
�
�
医
療

給
付　

医
療
保
険
�
個
人
負
担
分

�
一
部
�
給
付

料
金　

町
民
税
所
得
税
�
応
�
�

●
障
害
者
支
援
費
支
給
事
業

心
身
障
害
者
の
施
設
利
用
、
居
宅

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

・
更
生
施
設
利
用

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ

　

ー
ム
（
知
的
）

条
件�

65
歳
未
満
�
身
体
障
害
者

手
帳
及
�
療
育
手
帳
所
有
�
在
宅

者
�
支
援
及
�
指
導
�
必
要
�
�

�料
金
�
町
�
徴
収
基
準
�
�
�
�

�

利
用
者
�
20
歳
以
上
�
時
�
本

人
�
収
入
�
利
用
者
�
20
歳
未
満

�
時
�
扶
養
義
務
者
�
所
得
税
�

応
�
�

●
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ

　

�
利
用
等
助
成
事
業

　

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
（
自
動

車
燃
料
費
助
成
か
ど
ち
ら
か
一
方
）

を
助
成
し
ま
す
。

条
件

�
身
体
障
害
者
手
帳
�
�
�
級
�

�

�
�
�
�
�
�
�
下
肢
機
能
障

�

害
�
�
�
�
級
�
�
�
�

�
療
育
手
帳
�
�
�
�
�
�

�
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
�

�

�
�
級
�
�
�

利
用　

年
間
福
祉
�
�
�
�
券

�
�
�
�
円
20
枚
綴
�
�
�
冊
交

付
�
腎
臓
障
害
�
透
析
�
�
�
通

院
�
�
�
�
�
冊
�

●
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

　

自
動
車
燃
料
費
の
一
部
（
タ
ク

シ
ー
料
金
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
か
た
）
を
助
成
し
ま
す
。

条
件　

自
動
車
税
�
軽
自
動
車
�

�
減
免
�
受
�
�
�
�
�
次
�
該

当
�
�
�
�

�
身
体
障
害
者
手
帳
�
�
�
級�

�

�
下
肢
機
能
障
害
�
級
��
�
�

�
療
育
手
帳
�
精
神
障
害
者
保
健

�

福
祉
手
帳
�
級
�
�
�

利
用　

年
間
自
動
車
燃
料
費
助
成

券
�
�
�
�
円
12
枚
綴
�
�
�
冊

交
付
�
腎
臓
機
能
障
害
�
透
析
�

�
�
通
院
�
�
�
�
�
冊
�

●
重
度
身
体
障
害
者
日
常
生

　

活
用
具
給
付
事
業

　

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
�

�
�

利
用　

�
�
�
�
浴
槽
�
湯
沸
器
�

便
器
�
手
�
�
�
住
宅
改
修
費
給

付
等

料
金　

町
民
税
所
得
税
�
応
�
�

●
障
害
児
�
知
的
障
害
者

　

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
害
児
者
が
家
庭
生
活
を
営
む

う
え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立

し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
�
療
育

手
帳
所
有
�
�
�
�
�

利
用　

�
�
�
�
浴
槽
�
湯
沸
器
�

便
器
�
手
�
�
�
電
磁
調
理
器
等

料
金　

町
民
税
所
得
税
�
応
�
�

●
重
度
身
体
障
害
者
介
護
車

　

両
改
造
費
支
給
事
業

　

車
椅
子
利
用
等
の
障
害
者
を
介

護
者
の
車
両
に
乗
ら
れ
る
よ
う
に
、

車
両
を
改
造
す
る
場
合
、
こ
れ
を

支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
�

�
�
�
次
�
該
当
�
�
�
�
�
�

�
下
肢
障
害
�
�
�
�
級
�
�
�
�

体
幹
障
害
�
�
�
�
級
�
�
�

利
用　

車
両
改
造
費
�
�
分
�
�

�
�
補
助
額
20
万
円
限
度

●
身
障
者
�
身
障
児

　

補
装
具
給
付
事
業

　

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
�

�
�
�
障
害
�
�
�
必
要
�
�
�

利
用　

必
要
�
補
装
具
�
支
給

料
金　

町
民
税
所
得
税
�
応
�
�

老 

人 

福 

祉

●
介
護
予
防
・
生
活
さ
さ
え

　

合
い
事
業

　

介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施
の
た

め
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
陥

っ
た
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と

ご存じですか？
福祉サービス

平成15年度福祉事業のご案内
（介護保険サービスを除く）

❻



が
な
い
よ
う
に
す
る
介
護
予
防
施

策
や
自
立
し
た
生
活
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ホ
�
ム
ヘ
ル
プ
サ
�
ビ
ス
�
生
活

管
理
指
導
員
派
遣
事
業
�

条
件　

65
歳
以
上
�
介
護
保
険
�

該
当
�
�
�
�
�
�
�
日
常
生
活

�
支
援
及
�
指
導
�
必
要
�
�
�

利
用　

家
事
援
助
�
一
週
間
�
回

以
内
�
�
回
�
時
間
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
�
同
�
�

割
負
担

デ
イ
サ
�
ビ
ス
�
生
き
が
い
活
動

通
所
事
業
�
外
出
支
援
サ
�
ビ
ス

事
業
�

条
件　

65
歳
以
上
�
介
護
保
険
�

該
当
�
�
�
�
�

利
用　

月
曜
日
�
�
金
曜
日
�
間

�
概
�
�
回
�
午
前
10
時
�
�
午

後
�
時
�
�

料
金　

�
回
�
�
�
円

場
所　

老
人
福
祉
�
�
�
�

シ
�
�
ト
ス
テ
イ
�
生
活
管
理
指

導
短
期
宿
泊
事
業
�

条
件　

65
歳
以
上
�
介
護
保
険
�

該
当
�
�
�
�
�
�
�
生
活
支
援

及
�
指
導
�
必
要
�
�
�
�
介
護

者
�
冠
婚
葬
祭
等
�
�
�
�
�

利
用　

�
日
間
以
内
�
月

料
金　

�
日
�
�
�
�
�
�
�
円

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
�
ビ
ス

条
件　

寝
�
�
�
老
人
�
単
身
老

人
�
年
�
回
以
内
�

利
用　

寝
具
�
点
�
�
�
�
�
�

�
�
等
�
�
自
宅
�
訪
問
�
�
運

搬
�
洗
濯
乾
燥
消
毒
�
配
達

料
金　

�
回
�
�
�
�
円

配
食
サ
�
ビ
ス
事
業

　

概
ね
週
１
回
一
人
暮
ら
し
老
人

ま
た
は
老
人
夫
婦
世
帯
に
配
食

料
金　

�
回
�
�
�
円

家
族
介
護
教
室
事
業

　

痴
呆
等
老
人
の
介
護
を
し
て
い

る
人
の
教
室

●
高
齢
者
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
金
を
支
給
し

ま
す
。

給
付　

�
月
�
日
�
数
�
�
�
�

歳
�
�
�
�
30
万
円
�
施
設
入
所

者
10
万
円
�
�
支
給

●
高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
�
77
歳
�
80
歳
�
88
歳
�

99
歳

給
付　

77
歳
�
80
歳
�
88
歳
�
町

�
賀
詞
�
祝
品
�
99
歳
�
県
�
賀

詞
�
祝
品
及
�
町
�
祝
品
�
敬
老

会
�
支
給
�

●
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

　

激
励
金
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
か
た
に
対
し
、
介
護
者
激
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

�
�
月
以
上
�
在
宅
�
介

護
者

給
付　

�
万
円

●
お
む
つ
支
給
事
業

　

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
ね
た
き

り
老
人
等
に
対
し
お
む
つ
を
支
給

し
ま
す
。

条
件　

世
帯
�
収
入
額
合
計
�

�
�
�
�
万
円
�
世
帯
員
数
�
�

�
�
万
円
�
以
下
�
�
65
歳
以
上

�
�
�
�
月
以
上
�
在
宅
�
�
�

�
�
老
人
等
�
入
院
中
�
該
当
�

�
�
�
�

給
付　

現
物
�
�
�
月
�
�
�
�

�
�
�
円
相
当
以
内
�

●
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
老
人
等
に
対
し
介
護

用
品
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

介
護
保
険
�
介
護
度
�
�

�
�
町
民
税
非
課
税
�
�
�

給
付　

現
物
�
�
�
�
�
清
拭
用

品
等
�

●
老
人
家
庭
除
雪
費
支
給
事
業

　

自
力
で
雪
降
ろ
し
で
き
な
い
か

た
に
対
し
、
除
雪
費
を
支
給
し
ま

す
。

条
件　

住
民
税
非
課
税
世
帯
�
一

人
暮
�
�
老
人
世
帯
�
�
�
�
�

�
準
�
�
世
帯

利
用　

屋
根
�
雪
降
�
��

�
回

当
�
�
�
�
�
円
以
内
�
年
�
回

以
内

●
老
人
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
で
き
な
い
65
歳
以

上
の
老
人
の
み
、
生
活
通
路
の
除

雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

内
容　

出
入
�
口
�
確
保
�
�
�
�

人
的
除
雪
�
行
�
�
�
�

●
緊
急
通
報
サ
�
ビ
ス
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
等
が

急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ご
く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ

ー
に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
機

器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

単
身
老
人
世
帯
又
�
65
歳

以
上
�
老
人
�
�
世
帯
�
�
�
�

�
�
�
準
�
�
世
帯
�
今
年
度
�

40
世
帯
�

利
用
料　

�
月
�
�
�
円

●
介
護
保
険
に
お
け
る

　

低
所
得
利
用
者
負
担
対
策

　

介
護
保
険
に
お
い
て
、
利
用
者

負
担
金
が
所
得
に
関
係
な
く
一
律

に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
相
対
的
に

低
所
得
者
の
負
担
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
生
活
困
難
に
な
る
の
を

防
止
す
る
た
め
、
低
所
得
者
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

介
護
保
険
法
施
行
時
の
利
用
者
に

対
す
る
軽
減

（
平
成
11
年
度
に
利
用
し
た
も
の
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

措
置
の
時
の
利
用
者
の
負
担
金
が

限
度（
５
年
間
介
護
保
険
で
負
担
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
15
年
〜
16
年
度
６
％

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
額
減
免
措
置
事
業

＊
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
収

入
が
（
40
万
円
×
世
帯
員
数
＋
50

万
円
）
以
下
の
も
の

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
介
護
負

担
、
食
事
、
日
常
生
活
費
を
２
分

の
１
に
す
る
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
金
を
２
分
の
１
に
す
る
。

申請先・問い合わせ
健康福祉課福祉係
（☎86－0111）
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❽

委員の名称 白鷹町環境審議会委員

募集人数 ３人程度

任　　　期 任命の日から平成17年３月31日まで

応募資格

白鷹町内に住所があり応募時点で満25歳以上のかた

原則として、白鷹町の他の審議会等の委員でないこと

年２～４回程度の会議等に出席できること

白鷹町の議員及び職員でないこと

応募方法 所定の応募用紙（町民課に準備してあります）に必要事項を書いて町民課へ提出（郵送可）

応募締切 ６月23日（月）当日消印有効

選　　　考 委員選考審査会で審査

結　　　果 応募者全員に通知

そ　の　他 身分：非常勤特別職、委員報酬：6000円／日

■問い合わせ　町民課くらし・環境推進係（☎85－6131　担当：衣袋）

白鷹町環境審議会委員を募集します
　白鷹町環境審議会は、町長の諮問に応じ、町の良好な環境の保全及び創造並びに環境基本計画などについて審議

する機関です。

　審議会の委員は条例で13人以内となっていますが、心豊かな美しい郷づくりに向け、皆さんの声を町政に反映さ

せるため、３人程度を公募することとなりました。

　募集の概要は次のとおりですので、ふるって応募いただき、皆さんの声をお聞かせください。

「白鷹町最上川夢の桜街道プラン」

調査・検討委員募集

◆今年度調査・検討計画（案）

　①調査・検討委員募集　　　　６月

　②スケジュールの検討　　　　７月

　③調査会（最上川堤防散策）　７月（９月）

　④検討会　　　　　　　　　　９月・10月

　⑤モデル事業（植樹）実施　　11月

　⑥検討会　　　　　　　　　　２月

◆募集人員　おおむね30人

◆募集受付　６月30日（月）まで（以降、賛同さ

れるかたにつきましては、随時受け付けます。）

■連絡先

企画課　企画・鮎貝まちづくり推進係 

　　　　　　　　　　　　　　　担当・大木

☎85－6123 ／ FAX85－2128

E-mail：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

　昨年度、町では、「白鷹町の最上川夢の桜街道プラン」を策定し、町内外に提案してきました。

　このプランは、山形県の母なる川「最上川」沿いに桜で包まれた街道を設定することにより、観光客な

どを呼び込み、地域経済の活性化に努めていこうというものです。

　県内第１号の実現に向けた取り組みを皆さんとともに展開していきたいと存じますので、是非お力をお

貸しください。
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１９

３００

１４ １５

■黒鴨じゃぶじゃぶ広場‥‥‥おなじみのセクションです。
２メートルの大岩越えなど派手なアクションが見られるダイ
ナミックなセクションが人気です。もっとも大勢の観客の中
でトライする選手は冷や汗ものなのですが(^_^;)。

■林道を走る‥‥‥コース上ではあちこちで手を振ってくだ
さるシーンが見られます。日本中からやってくる選手たちに
とっても嬉しいことです。ご声援よろしくお願いします。

■勧進代‥‥‥枯れ沢を利用した連続する大小様々な岩をつ
ぎつぎと越えなければならない難セクション。選手は下見を
した上で自分の走るラインをイメージしてトライします。

■コース上の難所‥‥‥サントラのコースにはいくつかの廃
道や古い道形を利用した難所が設定されています。うっそう
とした草藪が行く手を阻み、ぬかるみに足を取られないよう
に慎重に慎重に…ちょっと冒険している感じの緊張感です。

■つぶて石‥‥‥絶好の観戦ポイント。場所は黒滝橋の直下
のつぶて石。つるつるすべる岩盤と起伏が難しい場所です。
慎重なアクセルワークとバランス感覚をご覧ください。（駐車
スペースがありません。係の指示にしたがってご観戦ください）

■永泉寺北側の山‥‥‥ここは絶好の観戦ポイントです。場
所は畔藤の丸吉コンクリートさんの東側の山。３段の崖を一
気に駆け上がる見応えのあるセクションです。

２００３
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　５月12日、春の交通安全県民運動の長井
地区出発式が長井警察署前で行われ、高齢
者と保育園児による安全宣言で、運動をス
タートしました。その後、警察官に扮した
ひがしね保育園の岡野成君と衣袋理佳ちゃ
んが町長室を訪れ、橋本町長に「交通ルー
ルを守って交通事故に遭わないように気を
つけます。安全なまちになるようにお願い
します」と交通安全メッセージを伝達しま
した。

12

　市原先生は、酒田市出身で専門は外科の
消化器系。県立中央病院勤務を経て平成９
年～11年まで白鷹町立病院に勤務されまし
た。その後、町立八幡病院などで診療され、
この度再度赴任されました。「６年前の赴任
のときは独りでしたが、在職中に結婚し今
回は家族３人で引っ越して来ました。地域
医療全般にわたりお役に立てればと思って
います。外来日は月曜日です。お気軽に受
診してください」と話してくださいました。

健
康
�
守
�
�
手
伝
�
�
�
�
�

町
立
病
院
�
外
科
�
市
原
征
洋
先
生
�
着
任

　５月13日、白鷹山の虚空蔵尊祭礼に合わ
せ「こくぞう様ヤングサミット」が開催さ
れました。このサミットは２年前から開催
されており、今年は白鷹山ろくにある５つ
の小学校の児童が参加。白鷹町からは中山
小と鷹山小の児童が参加しました。児童た
ちは、学校紹介として歌や踊りなどを披露。
多くの登山客から盛んな拍手が送られてい
ました。その後、メッセージを交換し合い、
友情を深めていました。

友
情
�
輪
�
広
�
�
�

�
�
�
�
様
�
�
�
�
�
�
�

　５月23日、横沢正さん（深山）に町から
感謝状が贈られました。横沢さんは、深山
和紙振興研究センターを中心に活動してき
ましたが、今年３月末で引退。18年間にわ
たって深山和紙開発委員会の代表を務めら
れ、また、製作した和紙がべにばな国体の
賞状に採用されたほか、町内の全小中学校
や東北芸工大などで卒業証書にも使われる
など、深山和紙の振興に貢献されました。

深
山
和
紙
振
興
�
貢
献

横
沢
正
�
��
深
山
��
感
謝
状

地
域
の
小
・
中
学
生
に

勇
気
と
感
動
を

が
ん
ば
れ
！
白
鷹
ジ
�
ニ
ア
！

第
�
回
山
形
県
�
�
�
�
駅

伝
競
走
大
会
�
白
鷹
町
�
�

�
顔
合
�
�
会
�

　

８
月
３
日
（
日
）
上
山
市
蔵
王

高
原
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
に
お
い
て
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
町
内
各

小
中
学
校
よ
り
選
抜
さ
れ
た
代
表

候
補
選
手
に
よ
り
、
数
回
の
練
習

会
、
記
録
会
を
経
て
白
鷹
町
チ
ー

ム
選
手
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
５
月

15
日
に
は
代
表
候
補
選
手
、
監
督
、

コ
ー
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
顔
合

わ
せ
会
が
開
催
さ
れ
、
大
会
に
向

け
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
は
、
毎
週
月
・
水

・
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
よ
り
、

荒
砥
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
練
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
付
近
を
お
車
で
通

行
す
る
際
は
、
交
通
安
全
に
十
分

ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ご
迷

惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



中
山
小
学
校
へ

竹
田
喜
久
子
様
�
荒
砥
乙
�

　

児
童
用
図
書
37
巻

東
根
小
学
校
ヘ

佐
藤
幸
雄
様
�
荒
砥
乙
�

　

現
金
８
万
円

　

（
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
幕
更
新
費

　
　

用
の
一
部
と
し
て
）

西
中
学
校
へ

小
口
長
次
様
�
箕
和
田
�

　

現
金
３
万
円

　

（
図
書
購
入
費
と
し
て
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
14
年
度
�
小
�
中
学
校
�

寄
付
�
�
�
�
�
�
�
�

　６月５日、フラワーロードパークボラン
ティアの活動認定式が行われました。これ
は、今年度より取り組んでいる「しらたか
アダプトプログラム（里親制度）」の一つ。
町民や企業団体が里親となって公共施設
（区域）の世話を担ってもらうものです。
今回認定されたのは、町下花街道奉仕会、
路傍花の会、衣袋建設他五風会、髙橋組、
菅原組、町職員クラブ、西村新一さんで、
参加人数は約120人です。

�
団
体
�
個
人
�
認
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
活
動
認
定
式

わたしたちのために役立っています
　皆さんが加入している郵便局の簡易生命保険及び
郵便貯金は、加入者の身近なところの施設整備など
の財源として役立てられています。
　白鷹町では、平成14年度に融資を受けた事業は、
次のとおりです。（繰越事業分を含む）

簡易生命保険資金対象事業
【過疎対策事業】

　荒砥駅周辺整備事業　　　　1億9,350万円

　（交流施設整備、荒砥駅舘の内線整備）

　道路改良整備事業　　　　　　1億470万円

　（高岡柏原線　浅立沼田岩崎線）

　　　　　計　　　　　　　　2億9,820万円

教
育
�
関
�
�
相
談
�

�
応
�
�
�
�

　

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

�
教
育
相
談
員
�

　

髙
谷　

誠
司
さ
ん

（
☎
85

－

３
８
８
７
）

　

田
中　

美
壽
さ
ん

（
☎
84

－

１
８
１
８
）

�
西
中
学
校
心
の
教
室
相
談
員
�

　

菊
地　

昭
子
さ
ん

�
東
中
学
校
ス
ク
�
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
�
�

２
名

�
適
応
教
室
�
八
乙
女
教
室
�
�

�
�
��

毎
週
木
曜
日
�
午
前
�

時
�
11
時
30
分

�
�
�
��

荒
砥
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）
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衣
袋
捷
二
氏
�
繰
�
上
�
当
選

　

５
月
20
日
に
選
挙
会
が
開
か
れ
、

町
議
会
議
員
に
衣
袋
捷
二
氏
の
繰

り
上
げ
当
選
が
決
定
し
、
当
選
証

書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

26
日
の
臨
時
会
で
産
業
建
設
常
任

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

県
高
校
囲
碁
大
会
女
子
団
体
戦

�
荒
砥
高
校
囲
碁
部
�
優
勝

　

５
月
24
日（
土
）、
山
形
南
高
校

で
第
27
回
県
高
校
囲
碁
大
会
が
開

催
さ
れ
、
個
人
戦
と
団
体
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
荒
砥
高
校
か
ら
は
、

囲
碁
部
員
12
人
が
参
加
し
、
女
子

団
体
戦
で
み
ご
と
優
勝
。
７
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

女
子
団
体
戦

優
勝　

荒
砥
高
校
（
大
場
美
紀
、

遠
藤
汐
里
、
金
子
由
香
里
）

女
子
個
人
戦

優
勝　

大
場
美
紀
（
３
年
）

３
位　

遠
藤
汐
里
（
３
年
）

４
位　

金
子
由
香
里
（
２
年
）

＊
個
人
戦
優
勝
の
大
場
さ
ん
は
、

山
形
県
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
８
月
に
行
わ
れ
る
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

平
成
15
年
度
白
鷹
町
�
�
�

�
少
年
団
役
員
�
�
紹
介
�

�
�

本
部

本
部
長　

芳
賀
繁
男

副
本
部
長　

橋
本
吉
明

副
本
部
長　

川
村
宗
一

指
導
者
協
議
会

会　

長　

高
橋
利
彦

副
会
長　

岩
澤
利
春

副
会
長　

中
村
俊
章

育
成
母
集
団
協
議
会

会　

長　

小
谷
部
仁

副
会
長　

五
十
嶺
敏
広

副
会
長　

金
田　

悟



環
境
�
�
�
�

　

法
令
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
炉

を
使
わ
ず
に
屋
外
で
焼
却
す
る
こ

と
を
野
焼
き
と
い
い
、
法
律
で
平

成
13
年
４
月
１
日
か
ら
野
焼
き
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
野
焼
き
は
黒
煙
や
臭
い

が
発
生
し
、
近
隣
に
対
し
大
変
な

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
す
る
過
程
で
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
化
学
物

質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）
が
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
生
活
環
境

や
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す

　

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、

ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

焼
却
等
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と

は
、
燃
焼
時
の
温
度
の
管
理
や
排

ガ
ス
対
策
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、

有
害
物
質
の
発
生
を
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
違
反
す
る
と

懲
役
３
年
以
下
ま
た
は
３
０
０
万

14

野
焼
�
�
�
苦
情
�
寄
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
適
正
�
処
分
�
�
�
�
�
�

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
併
料

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
に
以
下
の

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
町
の
ご
み
収
集
に
出
す
。

●
長
井
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直

接
搬
入
す
る
。

●
ご
み
収
集
に
出
せ
な
い
も
の
は

販
売
店
や
許
可
業
者
に
相
談
す
る
。

　

昨
年
の
広
報
10
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
例
外
と
さ
れ
る
行
為

で
あ
っ
て
も
、
生
活
環
境
上
支
障

を
与
え
た
り
、
苦
情
の
あ
る
場
合

は
改
善
命
令
や
各
種
の
行
政
指
導

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
３
月
に
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
環
境

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85
�
６
１
３
１
�

緑があざやかな季節になりました。
雄大な朝日連邦を眺めながら、苗がそ
よぐ緑の田園を歩いてみませんか。

正しい歩き方

●田園コース（広野地区）



　

白
鷹
町
で
は
、「
い
ろ
り
ば
た
の

教
育
」
を
掲
げ
、
関
わ
り
合
い
を

通
し
て
「
豊
か
な
心
」
の
育
成
、

「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
各
学
校
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
学
校
経

営
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、「
白
鷹
町
学
校
評
議

員
制
度
」
が
、
県
内
の
他
市
町
村

に
先
駆
け
て
昨
年
度
か
ら
町
内
の

全
小
中
学
校
に
お
い
て
施
行
さ
れ

ま
し
た
。「
白
鷹
町
学
校
評
議
員
」

は
、
小
・
中
学
校
長
が
推
薦
し
、

町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し

ま
す
。「
学
校
評
議
員
会
」
で
は
、

地
域
・
家
庭
・
学
校
の
連
携
促
進

等
に
関
わ
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
は
、

学
力
の
状
況
説
明
や
児
童
生
徒
に

関
わ
る
現
状
報
告
な
ど
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
基
盤
に
経
営
改

善
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
主
な
話
題

�
学
校
週
�
日
制
�
実
施
�
伴
�
�

時
間
�
使
�
方
�
�
学
校
�
教
�

�
�
�
�
今
�
�
以
上
�
必
要
�

�
�
�
�
家
庭
�
地
域
�
子
�
�

�
�
�
関
�
�
�
�
一
番
重
要
�

�
�
�

�
不
登
校
�
児
童
生
徒
�
問
題
行

動
�
表
面
化
�
�
�
�
�
子
育
�

�
�
今
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

地
域
�
家
庭
�
学
校
�
手
�
取
�

合
�
�
互
�
�
子
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
手
伝
�
合
�
�
�
�

姿
勢
�
必
要
�
�
�
�

�
授
業
時
間
�
減
�
�
学
力
�
低

下
�
�
�
�
心
配
�
�
�
�
絶
対

評
価
�
考
�
方
�
含
�
�
�
地
域

�
家
庭
�
情
報
�
提
供
�
�
欲
�

�
�

�
授
業
�
実
際
�
拝
見
�
�
昔
�

教
育
�
�
�
�
�
�
違
�
�
�
�

�
�
�
驚
�
�
�
�
人
�
先
生
�

授
業
�
�
�
�
自
分
�
希
望
�
�

�
�
�
選
�
�
学
習
�
�
�
�
�

一
人
�
�
�
�
大
事
�
�
�
�
�

様
子
�
�
�
�
�
�

�
性
教
育
�
禁
煙
教
育
�
重
要
性

�
再
認
識
�
�
�
�
�
�
�
�
分

野
�
�
家
庭
�
地
域
�
関
�
�
�

重
要
�
認
識
�
�
�
�
�
努
力
�

必
要
�
�
�
�　

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

春
季
高
校
総
体
終
了
！

　

５
月
10
日
、
11
日
に
春
季
地
区

高
校
総
体
が
あ
り
、
荒
砥
高
校
か

ら
は
８
つ
の
運
動
部
が
出
場
し
ま

し
た
。
地
区
大
会
を
勝
ち
進
み
、

６
月
の
県
大
会
に
出
場
で
き
る
部

も
あ
り
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
大
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
練
習
の
成
果
を
出
せ
た
部
分
と

出
せ
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
つ
な
げ
て
い
き
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
秋
季
高
校
総

体
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
１
、

２
年
生
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て

練
習
を
始
め
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

体
育
祭
間
近
！

　

６
月
21
日
に
荒
砥
高
校
体
育
祭

が
あ
り
ま
す
。
荒
砥
高
校
３
大
行

事
の
一
つ
で
、
５
月
か
ら
準
備
に

入
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
一
同
、
成

功
を
目
標
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
当
日
の
ご
参
加
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

吹
奏
楽
部
で
は
、
荒
砥
高
校
卒

業
生
で
吹
奏
楽
部
員
だ
っ
た
か
た
、

町
内
で
音
楽
に
携
わ
っ
た
こ
と
の

あ
る
か
た
が
た
と
演
奏
会
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
加
対
象

と
し
て
は
、
荒
砥
高
校
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
町
内
で
楽

器
を
演
奏
で
き
る
か
た
、
も
し
く

は
過
去
に
楽
器（
吹
奏
楽
）経
験
の

あ
る
か
た
と
し
、
一
緒
に
楽
器
を

演
奏
し
た
い
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
ご
希
望
の
か
た
で

ご
自
分
の
楽
器
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
楽
器
は
持
っ
て
い
な
い
が
参
加

し
た
い
と
い
う
か
た
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

■
連
絡
先　

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部

顧
問　

佐
藤
淳
子
（
☎
85

－

２
１

７
１
）（
た
だ
し
、
平
日
午
後
４
時

〜
７
時
の
間
の
み
）

▼
募
集
期
間　

６
月
24
日
（
火
）

〜
８
月
29
日
（
金
）

▼
演
奏
会
開
催
日　

平
成
16
年
２

月
７
日
（
日
）
の
予
定
で
す
。

＊
詳
細
は
、
広
報
し
ら
た
か
７
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
「
白
鷹
町
学
校
評

議
員
」
は
，
次
の
か
た
に
委
嘱
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

鷹山小学校（５名）荒砥小学校（５名）鮎貝小学校（５名）蚕桑小学校（５名）学校名

竹
田　

洋
子

安
部　

良
一

安
部　

宏
二

横
山　

市
郎

小
関　

俊
英

奥
山　

茂
樹

中
川　

俊
則

安
部
マ
チ
子

菅
原
久
美
子

文
屋　

正
道

御
代
田
智
子

鈴
木　

浩
薫

小
口　

祐
一

菊
地　

豊
宗

梅
津　

一
郎

金
田　
　

悟

佐
藤　

菊
夫

鈴
木　

恵
子

長
谷
部
洋
一

児
玉　

義
明

氏　

名

東中学校（６名） 西中学校（６名） 東根小学校（５名）中山小学校（５名）学校名

沼
澤　

小
七

疋
田
美
津
子

髙
谷　

悦
子

樋
口
今
朝
蔵

奥
山　

正
雄

笹
原　

俊
一

佐
藤　

良
一

髙
橋　

伸
一

菊
地　

豊
宗

樋
口
奈
美
子

田
苗
政
一
郎

今
野　

国
善

稲
葉　

幹
子

鈴
木　

從

長
谷
川
俊
夫

青
木　

久
義

時
田　
　

進

大
木　
　

繁

布
施　

昭
一

大
滝　
　

亨

山
川　

淳
子

今
野　

慶
作

氏　

名

15　 広報しらたか　2003.6.13
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●防災シリーズ３　そのときどうする !?

その油断　火から炎へ　災いへ
平成15年度全国統一防火標語

外出先で　　　　が起きたらどうしよう？火災

デパートやホテルなどで火災にあったら、あわてないで行動しましょう

放送や、係の人の指

示を聞きましょう。

煙にまかれないよう

に姿勢を低くして、

ハンカチなどで口や

鼻を押さえます。

デパートや高いビルでは、階段

で地上へ出ます。煙でおりられ

ないときは、屋上へ避難します。

エレベーターは故障して閉じ込められる危

険性があるので、階段で移動しましょう。

いったん避難をしたら、忘れ物が

あってももどってはいけません。

煙や炎に巻き込まれてしまいます。

林野火災を起こさないために、次のことに注意しましょう。

▼枯れ草のある場所でのたき火はやめましょう。

▼風が強い時や空気の乾燥しているときのたき火はやめましょう。

▼たき火から離れるときは、完全に火を消しましょう。

▼たばこの投げ捨てはやめましょう。

▼火遊びをしないようにしましょう。

▼いったん林野火災が発生すると、火の回りが予想以上に速く、煙にまかれてしまう

　ことがあります。無理に消そうとせず、速やかに消防署に通報してください。

＊野焼きなどは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の改正により規制されています。

■問い合わせ　消防署白鷹分署（☎85－5242）

① ②

③
④

⑤



佳
作　

間
に
合
っ
て
よ
か
っ
た
胸
を
な
で
下
ろ
す　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

留
守
か
し
ら
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
だ
け
喋
し
ゃ
べ

り　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

間
接
に
聞
い
た
話
に
腹
を
立
て　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

承
知
し
て
間ま

尺し
ゃ
くに

合
わ
ぬ
鍬く
わ

を
振
る　
　
　

黒　

鴨　

斉
藤　

巳
蔵

　

〃　

間
違
い
を
気
付
い
て
呉く

れ
る
ひ
と
が
い
る　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

リ
ス
ト
ラ
の
間
引
き
菜
だ
け
ど
美う

味ま

い
で
す
折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

老
い
の
智
恵　

間
を
置
く
術す
べ

を
心
得
る　
　

鮎　

貝　

泉
野　
　

忍

　

〃　

倦け
ん

怠た
い

期
狙
っ
て
い
ま
す
隙
間
風　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

間
尺
に
は
合
わ
な
い
農
の
地
図
を
描か

く　
　

浅　

立　

湯
沢　

き
よ

　

〃　

五
十
年
夫
婦
の
仲
も
間
延
び
す
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

茶
の
間
か
ら
笑
い
声
す
る
朝
の
靴　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

政
治
家
の
笑
顔
選
挙
の
間
だ
け　
　
　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

秀
逸　

間
の
延
び
た
返
事
が
帰
る
倦
怠
期　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

お
し
ん
見
る
茶
の
間
手た

繰ぐ

っ
て
い
る
昔　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

間
仕
切
り
に
合
わ
せ
上
手
な
古
障
子　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

束
の
間
の
夢
だ
花
好
し
団
子
好
し　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

リ
ス
ト
ラ
に
間
引
か
れ
て
い
る
蟻
の
列　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

旧
友
と
あ
っ
と
言
う
間
の
夢
語
り　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

痛
み
知
ら
せ
ず
に
間
接
税
で
来
る　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

生
き
方
を
間
違
え
た
か
な
自
問
す
る　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

六
畳
の
一
間
を
老
い
の
城
と
す
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

子
に
渡
す
地
図
間
道
は
消
し
て
お
く　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

五
客　

何
時
の
間
に
か
癖
に
な
っ
て
た
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
十
王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

束
の
間
の
花
の
い
の
ち
よ
人
の
世
も　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

受
話
器
か
ら
伝う

染つ

さ
れ
そ
う
な
風
邪
の
声　

北
海
道　

渋
谷
喜
四
郎

　

〃　

人
間
を
立
派
に
つ
く
る
塩
加
減　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

母
そ
し
て
女
・
間
で
揺
れ
て
い
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

人
位　

温
か
な
家
だ
な
隙
間
か
ら
匂
う　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

地
位　

車
間
距
離
取
っ
て
余
生
を
あ
せ
ら
な
い　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

天
位　

真
人
間
演
じ
ス
ト
レ
ス
溜た

め
て
ま
す　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

　

軸　

幸
せ
の
時
間
の
中
で
降
り
る
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

杯

次
回
課
題　

「
石
」
六
月
末
日
ま
で　

「
包
む
」
七
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

間　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

17　 広報しらたか　2003.6.13

よつば保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

地球がふるえたよ
Ａくん「あのよ、きんなよ、おれの家さ

　　　地震きたんだぜ。おうちゆれたん

　　　だよ。グラグラって！」

Ｂくん「ほだよ。ぼくの家さもきたよ。

　　　ごはん食べった時。そしてよ、お

　　　母さんガスの火消したんだよ。」

Ｃくん「おうちのテレビさもきたよ。テ

　　　レビの中ゆれったっけ。」

Ｄくん「Ｄのうちさもきたよ。せんせい

　　　の家さもきたが？」

せんせい「きたよきたよ。おっかねがっ

　　　　たねー。なして地震きたんべ？」

Ｃくん「地球ふるえたんだごで。地球ふ

　　　るえっとうちも動くべ。」

せんせい「なして地球ふるえだなや？」

Ｃくん「あのよ、雲の上さオニいだった

　　　んだごで！ねー。」

Ｄくん「ほだ。わがった？せんせい。」

せんせい「？？？」

◎
期
間　

７
月
21
日
�
月
�

�
８
月
20
日
�
水
�

＊
た
だ
し
、
８
月
13
日
（
水
）
は

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
７
月
31
日
（
木
）
は
第
40
回
白

鷹
町
小
・
中
学
校
及
び
町
民
水
泳

大
会
の
た
め
一
般
開
放
い
た
し
ま

せ
ん
。
町
民
水
泳
大
会
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。    

◎
利
用
時
間　

午
前
10
時
�
午
後
６
時

＊
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
施

錠
し
、
閉
場
し
ま
す
。

＊
小
学
生
・
中
学
生
の
利
用
は
、

午
後
４
時
ま
で
と
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
保
護
者
が
同
伴
す
る
場
合
は
、

午
後
６
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。）

※
東
中
学
校
水
泳
部
部
活
動
（
現

在
使
用
中
）
に
よ
り
一
般
の
か
た

の
ご
利
用
を
一
時
制
限
（
コ
ー
ス

制
限
等
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◎
注
意
事
項

�
幼
児
�
利
用
�
�
�
�
�
�
必

�

�
保
護
者
�
�
�
�
付
�
添
�

�

�
�
�
�
�
�

�
入
水
前
�
�
�
体
�
�
�
洗
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
騒
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
監
視
員
�
指
示
�
�
�
絶
対
�

�

従
�
�
�
�
�
�
�

�
持
�
物
�
�
�
必
�
名
前
�
学

�

校
名
�
書
�
�
�
�
�
�
�

注
意
事
項
を
守
り
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

７
月
21
日
よ
り
稲
荷
ケ
丘
町
民
プ
�
ル
を

一
般
開
放
し
ま
す
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初
夏
�
深
山
郷
�
楽
�
�
�
�

�
�
�
�
村
�
�
�
�

　

初
夏
の
一
日
、
の
ん
び
り
と
の

ど
か
村
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷

「
の
ど
か
村
」

▼
内
容　

陶
芸
や
和
紙
漉
き
体
験

の
ほ
か
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
）
や
笹
巻
き
づ
く
り
体

験
。
地
物
野
菜
な
ど
の
直
売
所
。

手
打
ち
そ
ば
や
山
菜
汁
な
ど
の
販

売
。
流
し
ソ
ー
メ
ン
や
金
魚
す
く

い
、
無
料
宿
泊
券
な
ど
が
当
る
抽

選
会
な
ど
の
お
楽
し
み
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

の
ど
か
村
（
☎

85

－

０
３
８
０
）

 

東
中
学
校
学
校
開
放
日

　

皆
さ
ん
に
生
徒
の
授
業
風
景
な

ど
の
学
校
生
活
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
く
、
学
校
を
一
般
の
か
た
に
開

放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
20
日
（
金
）

▼
時
間　

登
校
か
ら
下
校
ま
で

＊
当
日
は
、
午
前
中
が
普
通
授
業
、

午
後
か
ら
中
体
連
の
壮
行
式
が
あ

り
ま
す
。

▼
対
象　

一
般
の
か
た
ど
な
た
で

も■
問
い
合
わ
せ　

東
中
学
校
（
☎

85

－

５
５
３
１
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

会
員
募
集

　

し
ら
た
か
ダ
ン
ベ
ラ
ー
ズ
は
、

ダ
ン
ベ
ル
体
操
の
ほ
か
に
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
運
動
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
か
た
、
仲
間
と
一
緒
に
健

康
づ
く
り
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
年
会
費　

３
０
０
０
円

▼
主
な
活
動　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操

な
ど

＊
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
登
録
制
と
な

り
、
毎
月
１
０
０
０
円
の
会
費
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
体
験
し
た
い
か
た
は
、
１
回

１
０
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▼
当
面
の
予
定

・
総
会
…
６
月
24
日
（
火
）
夜
７

時
〜
、
中
央
公
民
館
３
階
「
鷹
戸

屋
」、
会
費
１
５
０
０
円（
軽
食
を

準
備
し
ま
す
）、し
め
き
り
６
月
19

日
（
木
）
ま
で

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
…
６
月
17
日

（
火
）
夜
７
時
30
分
〜
９
時
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
・
佐
竹
、
海
老

名
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

�
�
�
�
�
�
�
里
体
験
隊
�

 

�
募
集
�
�
�

　

「
ふ
る
里
子
ど
も
交
流
館
」
を

拠
点
に
、
周
辺
の
里
山
や
農
地
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
行
う
「
ワ
ク
ワ
ク
ふ
る
里

体
験
隊
」
を
募
集
し
ま
す
。
月
１

回
の
割
合
で
「
ワ
ン
パ
ク
体
験
教

室
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
同
士
が

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
を
通
し

て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地

元
の
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し

ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
、
年
長
児
（
保

護
者
が
付
き
添
え
る
場
合
）

▼
ど
こ
で　

ふ
る
里
子
ど
も
交
流

館
（
下
山
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
開
催
日　

６
月
22
日
（
日
）
〜

年
６
回

▼
登
録
料　

年
３
０
０
０
円
（
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
、
研
修
材
料
費
な

ど
）

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ふ

る
里
体
験
塾（
☎
85

－

９
５
３
１
）

 

県
立
荒
砥
高
等
学
校
同
窓
会 

 

関
東
支
部
設
立
25
周
年
記
念

 

行
事
開
催
�
�
�

　

関
東
地
区
に
は
、
荒
砥
高
等
学

校
の
卒
業
生
が
１
３
４
５
名
在
住

し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
同
窓
会

関
東
支
部
結
成
25
周
年
を
迎
え
、

母
校
の
吹
奏
楽
部
・
応
援
団
を
招

待
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
同
窓
生
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
記
念
行
事
の
盛

会
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
45
分
〜

▼
ど
こ
で　

笹
川
記
念
会
館
（
東

京
都
港
区
）

▼
懇
親
会
費　

８
０
０
０
円

■
連
絡
先　

同
窓
会
関
東
支
部
事

務
局
（
沼
澤
今
朝
夫
方
・
☎
０
４

５

－

８
６
１

－

４
５
０
７
）

 

白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会

 

会
員
募
集
�
�
知
�
�

　

町
内
で
働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚

生
や
生
活
安
定
を
推
進
し
、
親
睦

・
交
流
を
図
り
ま
す
。
主
な
事
業

と
し
て
は
、
共
済
給
付
事
業
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
保
養
施

設
利
用
助
成
事
業
、
融
資
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。



鮎貝土地区画整理事業の造成工事に伴う

盛土材搬入について
　鮎貝土地区画整理事業の本格的な造成工事の実施に伴い、６月中旬から11月下旬にかけて米沢市から大型ダンプ

トラックによる大量の盛土材が搬入されます。

　搬入経路については別図のとおりとなりますが、沿線住民の皆さんには通過の際の音や振動で大変ご迷惑をおか

けすることとなりますが、よろしくご理解とご協力をお願いします。

　また、何台か連なってくる場合が予想されます。安全運転を心がけますが、道路の横断やすれ違いにあたって

は、交通安全に十分ご注意ください。

搬入現場

■連絡先　　山形県企業局置賜地区水道事務所（☎0238－38－2912）
　　　　　　鮎貝土地区画整理組合（☎85－3119）
　　　　　　役場建設水道課（☎85－6142）
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▼
加
入
資
格　

労
働
組
合
の
な
い

中
小
企
業
事
業
主
及
び
従
業
員

▼
入
会
金　

２
０
０
円

▼
会
費　

月
３
０
０
円

＊
共
済
給
付
事
業

例　

結
婚
祝
金
…
１
万
８
０
０
０

円
、
傷
病
見
舞
金
…
休
業
90
日
以

上
２
万
９
０
０
０
円
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観

光
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

 

白
鷹
町
商
業
活
性
化
支
援

 

事
業
�
�
知
�
�

　

町
内
業
者
が
新
た
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
経
営
基
盤
の
強
化
や

経
営
革
新
等
を
行
う
場
合
に
、
そ

の
事
業
を
支
援
す
る
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。
個
々
の
商
業
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
内
商
業
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容
（
１
と
２
を
セ
ッ
ト

で
実
施
）

１
．
補
助　

事
業
費
の
２
分
の
１

を
補
助
し
ま
す
。（
事
業
費
の
下
限

は
20
万
円
。
補
助
の
上
限
は
50
万

円
）

２
．
経
営
指
導　

補
助
事
業
実
施

後
、
そ
の
実
績
を
も
と
に
専
門
家

の
経
営
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
の
資
格
要
件

１
．
町
内
に
事
業
所
と
住
所
が
あ

る
か
た

２
．
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
か

た▼
申
込
先　

商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

（
☎
85

－

０
０
５
５
）

 

白
鷹
町
結
婚
資
金
借
入
金

 

利
子
補
給
金
制
度
�

 

�
知
�
�

　

金
融
機
関
か
ら
結
婚
資
金
の
融

資
を
受
け
た
か
た
に
対
し
て
、
予

算
の
範
囲
内
で
利
子
の
一
部
を
補

給
し
て
、
結
婚
を
望
む
か
た
を
支

援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
４
月
１
日
以
降
に
金
融
機
関
か

ら
結
婚
資
金
を
借
り
入
れ
た
か
た

（
本
人
ま
た
は
生
計
同
一
の
親
）

②
町
内
に
住
所
が
あ
る
か
た

③
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
か
た

▼
対
象
と
な
る
結
婚
資
金　

次
の

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
結

婚
資
金
が
対
象
で
す
。

山
形
銀
行
荒
砥
支
店
、
殖
産
銀
行

荒
砥
支
店
、
山
形
し
あ
わ
せ
銀
行

鮎
貝
支
店
、
山
形
中
央
信
用
組
合

荒
砥
支
店
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

町
内
各
支
店
、
荘
内
銀
行
長
井
支

店
、
山
形
労
働
金
庫
長
井
支
店

▼
利
子
補
給
の
額



20

国税だより
税務職員（税務大学校生）を募集します

　人事院・国税庁では、国家公務員採用Ⅲ種（税
務）試験による職員を募集しています。　試験に合
格し採用されたかたは、全員が税務大学校に入校し、
研修を受けた後、税務署に配属になります。
▼受験資格　昭和58年４月２日から昭和61年４月
　１日までに生まれたかた
▼試験の程度　高校卒業程度
▼受験申込期間　７月１日（火）～８日（火）
▼受験申込書提出先　希望する受験地の人事院地方
　事務局（所）
▼試験日
・第１次試験　９月７日（日）
・第２次試験　10月16日（水）～ 10月23日（木）
　　　　　　　までの間の指定する１日
＊申込用紙などの詳しい内容については、お問い合
　わせください。
■問い合わせ　長井税務署（☎84－1810）

①
年
度
内
に
償
還
す
る
結
婚
資
金

の
利
子
の
２
分
の
１
相
当
額
（
１

円
未
満
切
り
捨
て
）

②
対
象
と
な
る
結
婚
資
金
の
上
限

額
３
０
０
万
円
、
貸
付
利
率
上
限

年
利
７
％

▼
交
付
対
象
期
間　

36
月
以
内

▼
交
付
申
請　

交
付
申
請
書
に
結

婚
の
確
認
が
で
き
る
書
類
、
金
融

機
関
と
の
金
銭
貸
借
契
約
書
の
写

し
、
町
税
の
納
税
証
明
書
等
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観

光
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

 

第
34
回
表
装
展

▼
い
つ　

６
月
20
日
（
金
）
〜
22

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

山
形
美
術
館
（
山
形

市
）

＊
入
場
無
料

 

医
療
福
祉
相
談
会

▼
い
つ　

７
月
10
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
公
民
館

▼
内
容　

講
演
、
保
健
所
栄
養
士

に
よ
る
講
話

▼
対
象　

潰
瘍
性
大
腸
炎
患
者
及

び
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保

健
所
地
域
保
険
予
防
課
保
健
支
援

係
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０

５
）

 

�
�
�
�
�

 

毛
布
�
�
�
�
運
動

　

昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

15
万
９
６
４
２
枚
の
毛
布
を
ア
フ

リ
カ
へ
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
約
３
１
０
万
枚
の

毛
布
が
ア
フ
リ
カ
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
毛
布
が
必
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
現
地
の
人
に
と
っ

て
「
１
枚
の
オ
ア
シ
ス
」
で
あ
る

毛
布
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
収
集
日　

６
月
22
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
支
援
物
資　

毛
布
（
募
金
も
お

願
い
し
ま
す
）

＊
現
地
の
人
び
と
の
手
に
届
く
ま

で
の
輸
送
費
９
０
０
円
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
次
の
よ
う
な
毛
布
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

・
穴
が
あ
い
た
毛
布
や
破
れ
て
い

る
毛
布

・
綿
毛
布
や
ベ
ビ
ー
毛
布

・
古
着
な
ど
の
毛
布
以
外
の
も
の

・
汚
れ
の
激
し
い
も
の
は
洗
濯
を

お
願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

「
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動
」
置
賜
地
区

実
行
委
員
会
（
☎
０
７
０

－
５
０

９
１

－

３
２
９
２
）

 

女
川
原
子
力
発
電
所
見
学
会

 

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

７
月
12
日
（
土
）
午
前

７
時
〜
午
後
６
時

▼
見
学
場
所　

東
北
電
力　

女
川

原
子
力
発
電
所

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食

代
）

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数　

40
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
し
め
き
り　

６
月
30
日
（
月
）

必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

２

－

８
５
６
０
東
北
電
力
米
沢
営

業
所
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
０

２
３
８

－

22

－

９
４
６
６
）

 

消
防
学
校

 

�
日
防
災
体
験
入
校

　

防
災
学
習
館
と
消
防
学
校
の
施

設
を
開
放
し
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
消
防
ポ
ン
プ
車
の
乗
車
体
験
や

放
水
体
験
、
地
震
体
験
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
家
族
、
子
供
会
な
ど
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
消
防
学
校

（
三
川
町
）

▼
受
付
期
間　

７
月
15
日
（
火
）

〜
31
日
（
木
）

▼
募
集
人
数　

先
着
１
０
０
人

＊
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

消
防
学
校
（
☎
０
２
３
５

－

66

－

２
０
２
２
）
ま
た
は
、
防
災
学
習

館
（
土
日
の
み
・
☎
０
２
３
５

－

66

－

４
６
２
６
）

 

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
な
ど
約
50
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

７
月
２
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

６
月
20
日
（
金
）

〜
７
月
２
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

７
月
９
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判
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「健康まつり」

手づくりおやつコンクール優秀賞作品

「中国式チマキ（立体三角形）｣
五十嵐多恵さん（佐野原）

▼材料と分量　
もち米１キロ、小豆300グラム、笹の葉30枚、ひも５メートル

▼作り方　
①もち米を水で研いで、水気を切る。

②小豆も同様に水で洗い、もち米と混ぜておく。

③笹の葉をきれいに洗い、温水（60℃以上）を注ぐ。

④笹の葉２枚で立体半三角形にし、②を入れ、笹の

　葉をもう１枚使い、ひもでしばる。

⑤鍋に入れ、チマキが隠れるまで水を入れる。

⑥４時間煮てできあがり。

笹巻きとは形や煮る時間が違うようです。形を作る

のが難しいかもしれませんが、一度挑戦してみては

いかがでしょうか。

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

�
�
�
�
�
製
品
�

 

欲
�
�
�
�
�

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
自
転
車
や

家
具
な
ど
の
再
生
品
の
提
供
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
の
欲
し
い
か
た
は
、
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

直
接
品
物
を
見
て
、
希
望
の
も
の

に
申
し
込
み
、
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
世
帯
に
つ
き
自
転
車

１
台
、
家
具
１
点
を
限
度
と
し
ま

す
。
再
生
品
は
提
供
数
の
変
動
に

も
よ
り
ま
す
の
で
、
お
お
む
ね
の

目
安
と
し
て
い
ま
す
。

６
月
・
７
月
期

▼
提
供
品　

自
転
車
20
台
、
家
具

類
15
点

▼
展
示
期
間　

７
月
19
日
（
土
）

ま
で

▼
抽
選
日　

７
月
23
日
（
水
）

▼
引
渡
し
め
き
り　

８
月
２
日

（
土
）

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

期日 時間 予定の講習会 内容

6月25日（水）
6月26日（木）
6月27日（金）

午前10時～
午後5時　

さぁ、やってみよう！
文書作成

ワード（文書作成）の基本
操作を勉強します。
役に立つ案内文書を作って
みましょう。

7月14日（月）
7月15日（火）
7月16日（水）

午前10時～
午後5時　

仕事に役立つ
簡単エクセル

エクセル（表計算）の基本
操作を勉強します。
基本をおさえれば、いろん
な「表」がつくれます。

６・７月のパソコン講習会 ▼対象　20歳から64歳
　（求職者のかたを優先さ
　　せていただきます）
▼定員　20人
▼受講料　無料
▼テキスト代　実費
■会場・問い合わせ　
　白鷹町総合情報センター
　（☎86－0151）

タ
ー
（
☎
０
２
３
８

－

57

－

４
０

０
４
）　　

 

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種

 

試
験
�
受
験
者
募
集

▼
受
付
期
間　

７
月
14
日
（
月
）

〜
22
日
（
火
）

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
14
日

（
日
）

▼
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁

判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１

１
）

 

消
費
税
�
変
�
�
�
�

　

消
費
税
法
の
中
小
企
業
に
対
す

る
特
例
措
置
は
、
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
者
免
税
点
の
適
用
上
限
の

引
き
下
げ

　

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準

期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１

千
万
円
（
現
行
３
千
万
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
引

き
下
げ

　

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
５
千
万
円

（
現
行
２
億
円
）
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

　

簡
易
課
税
と
は
、
そ
の
課
税
期

間
に
お
け
る
課
税
標
準
額
に
対
す

る
消
費
税
額
を
基
に
し
て
、
仕
入

控
除
税
額
を
計
算
す
る
制
度
で
す
。

▼
適
用
開
始
課
税
期
間

　

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
個
人
事
業

者
は
平
成
17
年
分
か
ら
、
事
業
年

度
が
１
年
で
あ
る
法
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
３
月
決
算
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者

に
つ
い
て
は
そ
の
前
々
年
度
を
い

い
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
事
業

年
度
の
前
々
事
業
年
度
を
い
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
事
業
者

の
平
成
17
年
分
の
基
準
期
間
は
平

成
15
年
分
、
事
業
年
度
が
１
年
で

あ
る
法
人
の
平
成
17
年
３
月
決
算

分
の
基
準
期
間
は
平
成
15
年
３
月

決
算
分
と
な
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

（
☎
84

－

１
８
１
０
）



　

深
山
和
紙
。
町
教
委
発
行
「
白

鷹
町
の
文
化
財
」
に
よ
れ
ば
、
か

つ
て
詩
人
真
壁
仁
は
「
深
山
の
和

紙
は
、
化
粧
を
知
ら
な
い
村
娘
の

よ
う
に
素
朴
で
あ
た
た
か
い
」
と

評
し
た
。
本
県
に
お
い
て
、
和
紙

づ
く
り
に
関
し
伝
統
工
芸
技
術
と

し
て
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は
、
本
町
深
山
の
和
紙
づ

く
り
の
み
で
あ
る
。
楮
こ
う
ぞ

を
原
料
と

し
て
何
百
年
も
昔
な
が
ら
の
製
造

工
程
を
引
き
継
い
で
お
り
、
戦
後

に
お
い
て
も
深
山
に
は
30
戸
以
上

の
紙
す
き
生
産
者
が
存
し
、
そ
の

仕
事
ぶ
り
は
、
お
話
に
よ
れ
ば
、

紙
を
す
く
厳
冬
の
仕
事
場
に
は
、

紙
を
す
い
て
い
る
間
は
家
人
も
そ

の
場
に
は
入
い
れ
な
い
ほ
ど
精
神

を
集
中
す
る
匠
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

今
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
歴

史
的
に
、
戦
前
戦
後
を
通
し
深
山

に
お
い
て
和
紙
づ
く
り
の
伝
統
を

続
け
ら
れ
た
の
は
、原
料
の
楮（
置

賜
一
円
か
ら
求
め
た
）と
製
品（
和

紙
）
を
物
々
交
換
と
い
う
流
通
の

商
法
で
乗
り
切
っ
た
か
ら
と
い
う
。

単
純
な
貨
幣
処
理
に
よ
ら
な
い
地

域
に
お
け
る
お
互
い
の
智
恵
の
勝

利
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
大
い
に
あ

る
。

　

今
、
本
町
に
お
い
て
は
食
の
安

全
と
安
心
、
そ
し
て
高
付
加
価
値

の
農
業
を
求
め
る
た
め
、
白
鷹
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
を
基
と
し
、
環
境

保
全
型
農
業
や
地
産
地
消
等
を
進

め
て
い
る
。
本
町
は
県
内
一
の
酪

農
王
国
で
あ
る
。
そ
の
排
出
す
る

た
い
肥
資
源
の
智
恵
あ
る
活
用
は

耕
種
農
家
の
土
づ
く
り
に
切
り
離

せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
農
産
物
の

良
質
生
産
を
図
る
た
め
、
ま
さ
に

白
鷹
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
カ
ギ
を
握

る
。
現
実
的
に
は
、
こ
れ
は
経
済

上
の
流
通
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
た
め
に
、
か
つ
て
の

深
山
の
和
紙
生
産
者
と
楮
育
成
農

家
の
経
済
関
係
を
、
同
じ
形
に
す

る
必
要
は
全
く
な
い
が
、
相
互
依

存
関
係
を
単
な
る
貨
幣
経
済
の
流

通
に
よ
る
の
で
な
く
、
相
互
に
発

展
が
可
能
と
な
る
よ
り
よ
い
地
域

通
貨
的
流
通
関
係
の
智
恵
を
出
せ

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
考
え
方
は
、
け
っ
し
て
農
業
分

野
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。

　

今
は
、
経
済
活
動
は
ま
さ
に
国

際
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
残

る
た
め
に
地
域
の
再
生
に
結
び
つ

く
地
域
内
の
発
展
的
な
独
自
の
仕

組
み
づ
く
り
に
必
死
に
知
恵
を
出

す
必
要
が
あ
る
。
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●4月23日 ▼5月22日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（平　井　清　重　　畔　藤
渡　部　かおる　　下　山

（　沖　　義　美　　鮎　貝

　沖　　千　春　　愛知県

（鈴　木　義　幸　　鮎　貝

髙　橋　牧　子　　長井市

（色　摩　正　一　　南陽市

鈴　木　純　子　　横田尻

（　鑪　　真　弥　　横田尻

安　部　典　子　　下　山

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

荒砥乙　梅　津　重　雄　76

山　口　大　瀧　よ　し　83

荒砥甲　成　原　し　け　85

横田尻　後　藤　み　よ　81

高　岡　西　村　道　夫　70

荒砥乙　児　玉　あ　き　89

中　山　川　部　春　 　81

畔　藤　梅　津　七　郎　86

荒砥乙　中　嶋　雅　美　65

No.874
2003-6

-13

22

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。

㉗

�
深
山
和
紙
�
�
学
�
�
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名   子の名

浅　立 岡田 猛　生 紳
しん

之
の

介
すけ

裕　美

広　野 新野 博　幸 真
ま

　菜
な

奈々子

山　口 岡部 　修 千
ち

　翔
か

恵美子

高　玉 片山 久　範 端
みず

　稀
き

慶　子

畔　藤 衣袋 一　弘 弘
こう

　大
た

直　子

萩　野 紺野 稔　晴 倖
こう

　聖
せい

和　枝

大　瀬 後藤 夏　男 響
ひびき

澄　子


